
94 アッラーの道における努力を怠った偽善者たちは、
戦いから戻った出征者たちに言い訳をするだろう｡アッ
ラーは預言者と信仰者たちに、彼らにこう述べるよう命じ
た｡｢虚偽の言い訳をしてはならない｡アッラーはあなた
方が捏造した言い訳について私たちに知らせており、
私たちはあなた方の主張を決して受け入れない｡アッラ
ーとその使徒はあなたが悔い改めたかどうか、あるいは
偽善に固執するのかどうかをすぐ知るであろう｡悔い改
めるのであれば、アッラーは受け入れてくださるだろう｡
その後、あなたはすべてを知り尽くすアッラーの下へと
戻され、かれはあなたの行いについてあなたに告げ知
らせ、あなたに報いるのである｡だから悔い改め、善行に
励むのだ｡｣

95 信仰者たちよ、あなた方が戻ると、留まっていた者た
ちは、もっともらしくアッラーに対し偽りの宣誓をして、責
任逃れを試みるであろう｡それゆえ彼らを放任し、無視し
ておくのだ｡彼らの内面は穢れており、不浄なのである｡
彼らはその偽善と犯した罪への報いとして、地獄に落ち
着くのである｡

96 信仰者たちよ、あなた方が彼らに満足し、彼らの言い
逃れを受け入れさせるため、留まった者たちはあなた方
に誓うであろう｡彼らに満足してはならない｡彼らに満足
したならば、あなた方は主に反することになる｡なぜな
ら、かれは不信仰と偽善によってかれへの従順を離れた
者たちに喜ばれることは決してないからである｡だから
ムスリムたちよ、アッラーが喜ぶことのない者たちに喜ば
ないよう留意するのだ｡

97 砂漠の民が不信仰または偽善を働く場合、彼らの不
信仰や偽善は都市部に住む他者のそれよりも強い｡彼ら
はまた、アッラーがかれの使徒を通して明らかにされた
法の義務や推奨事項といった宗教的行為についても無
知である場合が多い｡これは、彼らが文化的振る舞いの
欠如や粗暴さ、そして他者との交流を欠いているためで
ある｡アッラーは彼らの状態について知り尽くす｡かれからは何も隠されてはいない｡かれは賢明であり、諸事を司り、法を定める｡

98 砂漠の偽善者たちの一部は、彼らがアッラーの道において費やす富は喪失され、罰であると見なす。なぜなら施しが報いられる
ことはなく、施さずともアッラーが彼らを罰することはないと考えるからである。アッラーの道で使う富を喪失と罰とみなしている人
もいる。だが彼らは時々、不信仰を隠すために費やし、信仰心を他者に誇示する。信仰者たちよ、彼らはあなた方を排除するため、
悪がもたらされるのを待つ。アッラーは代わりに、彼らが信仰者たちに望んだ悪と富の喪失を彼ら自身に下した。アッラーは彼らの
言葉を聞き、彼らが心に隠蔽するものを知っている。

99 一方で、砂漠の民の一部には、アッラーと審判の日への信仰があり、アッラーの道に費やす富は、それが何であれ、アッラーとの
親密さを増し、使徒が彼らのために祈った赦しを受けるための手段と見なす｡間違いなく、アッラーの道における彼らの施しと使徒
への祈りは、アッラーと親密になるための手段である｡そして彼らはアッラーの赦しを得てかれの憐れみによって楽園に入れられる
とき、その報いをアッラーのもとに見出すであろう｡アッラーは悔い改める僕に対して寛容であり、情け深い｡

本諸節の功徳:
●行為と義務は、偽善者の嘘を暴くための最良の証である｡
●砂漠の民が信仰を棄てるとき、彼らは都市部の人 よ々りも強い不信仰と偽善に陥る｡それは彼らの住む過酷で蒙昧な環境の影響
である｡
●これらの諸節では、アッラーの道における誠意の伴う施しを奨励しており、それによる多大な報酬が言及されている｡
●これらの諸節では、知識の美徳とその欠如は損失であることが示されている｡
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100 信仰者たちにとっての(信仰や言動における)先導者
たちとは、アッラーゆえに故郷を棄てて移住した移住者
(ムハージルーン)たち、そして彼らと共に預言者を援助し
た援助者(アンサール)たちである｡アッラーは彼らに満
足し、彼らの行いを受け入れた｡また、かれが彼らに与え
る大きな報奨で彼らもかれに満足する｡かれは、川が宮
殿の元を永遠に流れる楽園を備え、そこに永遠に住まわ
せる｡その報奨は偉大な成功である｡

101 マディーナ周辺の砂漠に居住する者の中にも、マディ
ーナの民の中にも、偽善者はいる｡彼らの偽善は根深い｡
使徒よ、あなたは彼らを知らないが、アッラーは彼らを知
っている｡アッラーは現世で彼らの偽善を暴くことによっ
て、そして彼らが墓中で受けることになる懲罰によって、
現世と来世の双方で彼らを罰する｡それから彼らは審判
の日に、地獄の業火の最下層で大きな懲罰を受けるだろ
う｡

102 マディーナの民の中には、正当な理由なく出征せずに
留まった者たちがいる｡それから彼らは正当な言い訳が
ないことを白状し、虚偽の言い訳をしなかった｡彼らはア
ッラーを守り、かれの法を守り、かれの道において努力
する一方、そこに悪行を混ぜ合わせた｡それでも彼らは
アッラーが悔悟を受け入れ、彼らを赦してくれることを願
う｡アッラーは悔悟する僕たちに対し寛容であり、思いや
り深い｡

103 使徒よ、彼らの富からザカート(定めの施し)を受け取
るのだ｡そうすれば、彼らは罪や悪行の不浄さから浄化
され、それによって彼らは善行を増やすことができる｡あ
なたの祈りは彼らにとって慰安と慈悲を得る手段であ
る｡アッラーはあなたの祈りを聞き届け、彼らの行為や意
図についても知り尽くす｡

104 アッラーの道における努力をせずに留まったもの
の、アッラーに対して悔悟した者は、アッラーが僕の悔悟

を受け入れることを知るべきである｡かれ自身はそれを全く必要とはしないが、かれは施しを受け入れ、そして施す者たちに報い
る｡アッラーこそは悔悟を受け入れる御方であり、かれに悔悟する僕たちに対し思いやり深い御方である｡

105 使徒よ、アッラーの道における努力をせずに留まり、罪から悔悟した者たちに言え｡｢あなたが留まることによって引き起こされ
た被害を賠償し、アッラーに対する行為において誠実であれ｡アッラーと使徒、そして信仰者たちは間もなくあなたの行為を目にす
るだろう｡それからあなたは審判の日、すべてを知るあなたの主に戻されるだろう｡かれはあなたが何を隠し、何を公然にするのか
を知っている｡そしてかれはあなたの現世での行いについてあなたに告げ知らせ、それに報いるのである｡｣

106 タブークの戦いにおいて背後に留まった者たちの中にも、正当な言い訳がなかった者たちがいる｡これらの者たちへの判断
は、アッラーの命と判断によって延期された｡アッラーはお望みのまま、彼らについて判断するだろう｡彼らが悔悟しなければ罰す
るか、もしくは悔悟を受け入れるのである｡アッラーは誰がかれの罰に値するのか、そして誰がかれの赦しに値するのかを知ってい
る｡アッラーは法の制定と執行において賢明である｡

本諸節の功徳:
●これらの諸節は、信仰の重要性、アッラーの道における移住、宗教における援助、そして敬虔な先人たちの道を辿ることの美徳
を示す｡
●不可視界の知識はただアッラーのみに属する｡人の心を知り尽くすのはアッラーだけである｡
●罪深い信仰者であれ、アッラーへ悔悟し善行を尽くすならば、アッラーの受け入れと赦しを期待できる｡
●ザカートは、大きな報酬をもたらし、富を成長させ、魂を吝嗇や他の悪しき性質から浄化する効果のある義務行為である｡

٥۳
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107 アッラーへの従順ではなく、ムスリムを傷つけるた
め、そして偽善の民を強化することにより不信仰を支持
するため、また信仰者間での不信を起こすため、そして
アッラーと使徒に宣戦布告をする事前の準備のため、マ
スジドを建設した偽善者たちもいる｡これらの偽善者た
ちは、ムスリムたちのために善を望んでいただけだとあ
なたに誓う｡だが、アッラーは彼らの主張が虚偽であると
証言するだろう｡

108 預言者よ、不義な目的のために建てられたマスジドで
祈るための偽善者たちによる招待を受け入れてはならな
い｡むしろ、アッラーへの畏敬心に基づいて創設されたク
バー・マスジドこそが、不義に基づいて創設されたこのマ
スジドよりも、あなたが祈るべき場所である｡クバー・マス
ジドには、水によって肉体的・精神的な不浄から自らを浄
めることを愛し、また悔悟を通し罪からの赦しを求める者
たちがいる｡アッラーは肉体的・精神的な不浄から、また
罪から自らを浄める者たちを愛する｡

109 アッラーへの(命令や指示に従い、禁止事項を避ける)
意識と、(善行を通して)アッラーの喜びを願って建築し
た者は、ムスリムに危害を加え、信仰者間の不和を助長
する目的でマスジドを建てた者と同等であろうか｡彼ら
は断じて等しくはない｡前者は崩壊することのない、堅固
な基礎を有する者だが、後者は脆い穴の端に建物を建
て、それもろとも地獄の底まで崩れ落ちる者と似通う｡ア
ッラーは不信仰、偽善などの悪行を犯す者たちを導かな
い｡

110 彼らが害をもたらすために建てたマスジドは、彼らの
心が彼らの死によって断片に切り刻まれるまで、あるい
は彼らが剣によって殺害されるまで、彼らの心の中で疑
いと偽善の源となり続けるだろう｡アッラーは僕たちの行
いを知り尽くしており、彼らの善または悪の報いの判断
において賢明である｡

　アッラーは、出征せずに背後に留まった偽善者たちの恥ずべき行為を述べた後、次の節ではかれの道において奮闘する者たち
の報奨に言及する｡
111 アッラーはその優しさから、信仰者の生命を楽園という高値で買い取った｡アッラーの言葉が最上とされるために、彼らは不信仰
者と戦い、彼らを殺すかまたは彼らによって殺される｡アッラーは律法(ムーサーへの啓典)、福音書(イーサーへの啓典)、そしてクル
アーン(ムハンマドへの啓典)の中で、それを真の約束とした｡アッラーよりも約束に忠実な者はいない｡信仰者たちよ、あなた方がア
ッラーとの取引で得ることになる、大いなる利益に喜ぶのだ｡その取引は、大いなる成功である｡

本諸節の功徳:
●身体的・精神的に不浄な状態から自らを浄化する者には、アッラーの愛が保証される｡
●アッラーの喜びを求めて行動する者は、不信仰を支援し、ムスリムへの敵対行為をする者と同等ではない｡前者の行動は残り、そ
れを行った者の幸福の源となるが、後者の行動は消え、それを行った者の不幸の源となる｡
●アッラーの道において努力し、他者にもそうするよう奨励する義務は、イスラーム以前の宗教にもあった｡
●信仰者の間に不和をもたらすいかなる状況も、忌避すべき罪である｡一方、信仰者の間に団結を生み出す状況は、奨励しなけれ
ばならない｡
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112 この大きな報奨を受けるのは、偶像崇拝、偽善、罪か
ら悔悟しアッラーに帰依する者たちである｡彼らはアッラ
ーへの崇拝に誠実であり、あらゆる条件において彼らの
主を賛美し、アッラーの道において努力し、断食し、祈る｡
アッラーとその使徒が命じたことを命じ、禁じたことを禁
じる｡そしてアッラーの命令に従うことによって、アッラー
の命令を守り、禁止を忌避する｡使徒よ、これらの性質を
持つ信仰者たちが喜ぶ、現世と来世での吉報を伝えるの
だ｡

113 たとえ親戚であれ、彼らが偶像崇拝者として死んで地
獄の民であることが明らかになった後、預言者と信仰者
が偶像崇拝者のためにアッラーから赦しを求めることは
正しくない｡

114 イブラーヒームが彼の多神教徒の父への赦しを求め
たのは、彼が帰依することを望んで交わした約束のため
だった｡助言が彼の父親にとっては有益ではないこと、
また啓示を通して彼が不信仰者として死ぬであろうこと
が判明し、彼がアッラーの敵であることがイブラーヒーム
に明らかになったとき、彼は父と縁を切った｡彼はアッラ
ーから啓示された法に矛盾することなく、彼自身の推論
に基づき赦しを求めたのである｡イブラーヒームは頻繁
かつ謙虚にアッラーに頼り、不義を働く彼の民を容赦し
ていた｡

115 アッラーは人々を導いた後、かれらが避けるべきこと
を明らかにするまでは、かれらを迷わせることはない。
それが禁じられたと明白にされた後、かれらがアッラー
により禁じられたことをするならば、かれらを誤り導かれ
た者として判断するだろう｡アッラーはすべてを知り尽く
す｡かれからは何も隠されてはいない｡かれはあなた方
が知らなかったことを教えたのである｡

116 天地を司るのはアッラーである｡かれにはこれに関し
て何の同位者もおらず、そしてかれからは何も隠されて

いない｡かれは意志の適う者に誰であれ生命を与え、誰であれ死を与える｡人々よ、アッラー以外には、あなた方のことを大切にす
る友も、あなた方を悪から守り、あなた方の敵から助けてくれる庇護者もないのである｡

117 アッラーはタブークの戦いにおいて、偽善者へ背後に留まる許可を与えた預言者ムハンマドを赦した｡また、背後に留まること
のなかった移住者たちと援助者たちも同様に赦した｡彼らは激しい熱気のなか、資材の欠如や敵の強力さにも関わらず、タブーク
の戦いに従軍した｡これは、彼らが多大なる困難に直面し、彼らの中の一団が遠征を放棄しようと試み、真理と正しい導きの道から
逸脱しかけた後のことだった｡それからアッラーは彼らに忍耐強さを与え、戦いへと出征することができた｡アッラーは彼らに対し
て親切で慈悲深く、彼らを赦したのである｡彼らを悔悟させ、彼らの悔悟を受け入れたのも、かれの慈悲である｡

本諸節の功徳:
● 偶像崇拝者として亡くなった者の赦しを乞うことは禁じられる｡
● 罪と悪行が、災厄、失望と失敗の原因である｡
● アッラーはすべての所有者である。かれは私たちの庇護者であり、私たちにはかれ以外に庇護者も援助者もない。
● これらの諸節では、預言者の教友たちの最上の美徳が示されている｡

٥٥
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118 アッラーは、使徒と共にタブークへ出征せず、背後に
留まった3人(カアブ・ブン・マーリク、ムラーラ・ブン・アル
＝ラビーウ、ヒラール・ブン・ウマイヤ)を赦した｡預言者
は人々に彼らを遠ざけるように指示したが、それは彼ら
に悲しみと嘆きを与えた｡地上は広大であるにも関わら
ず、彼らにとっては狭く見え、彼らの心は孤独のために締
め付けられていた｡そして彼らは、アッラーを除き彼らが
行くことができる避難所や援助がないことを確信した｡ア
ッラーは彼らに対して慈悲深く、彼らがかれに縋り、赦し
を求めさせるようにし、それから彼らの悔悟を受け入れ
た｡アッラーは僕の悔悟を受け入れ、彼らへの憐れみと
思いやりに満ちている｡

119 使徒を信じて従い、アッラーの法に従って行動し、か
れを意識する者よ｡かれの命令に従い、かれの禁止を忌
避せよ｡真理以外には救いはないため、信仰と言動に誠
実である者たちと共にいるのだ｡

120 マディーナの民、あるいは周辺の砂漠の民が、アッラ
ーの使徒自ら出征しながらも、彼の背後に留まり、彼の安
全よりも自らの安全を優先するのは間違いである｡むし
ろ、彼らは自らを犠牲にすべきである｡アッラーゆえに喉
の渇きや疲弊、飢餓に苦しむ度に、そして自らの足、もし
くは馬やラクダの蹄で真理を否定する者たちの地に踏
み込み、何らかの打撃を与える度に、アッラーは彼らのた
めに善行の報酬を記録されるのである｡アッラーは善行
をなす者の報奨が失われるのを許さない｡むしろ、かれ
はそれを完全に与えるだけでなく、増やすのである｡

121 これらの成功者たちは、アッラーにより記録され来世
で最善の報奨を受けるため、いかなる額の富や、旅の行
程をも無駄にすることはない｡

122 信仰者たちは一度に総力戦を仕掛けるべきではな
い｡それにより、敵から一掃されて全滅しないためである
が、他方全員が背後に留まるべきでもない｡ある一団が
アッラーのために努力し、別の一団はアッラーの使徒に付随し、彼から聞くクルアーンとイスラーム法の説明を通して宗教的理解を
深め、出征者たちが帰ってきたら彼らに学んだことを助言するために背後に留まるべきである｡それにより彼らはアッラーの懲罰
について警告し、かれの命令に従い禁止を忌避するのである｡

　これはアッラーの使徒が、教友の中から一団を選び、異なる地域へ派遣したことに関するものである｡

本諸節の功徳:
●アッラーを意識し、誠実であることは義務であり、それは破滅からの救済である｡
●アッラーのための施しは大いなる美徳である｡
●宗教理解とアッラーの道における努力は共に重要であり、不可欠である｡
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123 信仰者よ、あなた方の近くにいる真理に反する者と戦
え｡そして彼らに恐れを与え、彼らの悪を追い払うために
力を見せよ｡アッラーは、アッラーを意識する信仰者を援
助し、支える｡

124 アッラーが使徒に章句を啓示したとき、偽善者は嘲笑
しながら尋ねるだろう｡｢あなた方はこれで信仰心を高
められたのか？｣アッラーを信仰し、その使徒に従う者た
ちは、その章句の啓示は実際に彼らの信仰心を高めた｡
そこには、現世と来世における利益が含まれているた
め、彼らは喜んだのである｡

125 一方、偽善者に関しては、クルアーンにおける法と逸
話の啓示を拒否したことから、病と邪悪さを増加させた
結果、これらの哀れな性格が固定される｡何かが啓示さ
れる度、彼らはそれに懐疑心を抱くため、彼らの心の病
はクルアーンの啓示とともに増幅する｡

126 偽善者たちは、アッラーによって試みられ、年に一度
か二度、その偽善が暴露されても何ら教訓を得ないの
か｡それがアッラーによるものだと知っているにも関わら
ず、彼らはその不信仰から赦しを求めたり、偽善を止め
たり、省みたりすることはない｡

127 アッラーが偽善者たちの状況について述べる章句を
使徒に啓示する度、偽善者たちはお互いを見やり、｢誰
かに見られているのか？｣と問う｡誰にも見られていなけ
れば、彼らは集まりを解散する｡アッラーは彼らの心を導
きと善から遠ざけ、見放した｡彼らは理解しない者たちだ
からである｡

128 アラブたちよ、あなた方の中の血筋から、あなた方の
ようなアラブの使徒が、あなた方にやって来た｡あなた
方にとっての困難は、彼にとっての困難でもある｡彼はあ
なた方を心配し、あなた方が主を信じるように呼びかけ
る｡そして彼は信仰者たちに親切であり、思いやり深い｡

129 使徒よ、あなたと共にもたらされたものを彼らが拒むのであれば、こう言うのだ｡｢私にはアッラーだけで十分である｡かれ以外
に崇拝すべき者はない｡私はかれにのみ縋るのである｡そしてかれこそは至高なる玉座の主なのである｡｣

本諸節の功徳:
●イスラームの広がりと共に戦いの必要が生じた際、ムスリムの近くにいる真理に反対する者たちと戦うことは必要である｡
●クルアーンが啓示されたとき、偽善者たちの精神状態は不幸や不安に満ちていた｡
●預言者は慈悲深く、信仰者たちを心配していた｡
●これらの諸節は、信仰心が増減すること、そしてそれが新たになり育つよう、信仰者が自らの信仰に注意と関心を払うべきことを
示す｡
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10．ユーヌス章
マッカ啓示

本章の趣旨:
　証拠による預言者性の確定と、信仰を拒絶する人々へ
の懲罰による威嚇と信仰への呼びかけ。

説明:
1 アリフ・ラーム・ラー(このような文字の羅列は雌牛章

の冒頭でも現れ、説明済みである)｡本章の諸節は英知
に満ちた、クルアーンの印(しるし)である｡

2 アッラーが一人の男に啓示を下し、アッラーの罰につ
いて警告するように命じ、アッラーへの信仰を持つ者た
ちに、善行の報奨として主の御許における高い地位があ
ると吉報を告げたことを、人々は驚くのか｡不信仰者たち
は、これらの章句をもたらした男は明らかに魔術師であ
ると言った｡

3 本当に、あなた方の主はアッラーであり、かれは六日
間で天地を広大に創造し、そして自ら玉座に鎮座した｡な
ぜ自分たちと同じような人間が自分たちに遣わされたの
かと不思議に思うのか？アッラーが単独でその御心に適
うことを決める｡アッラーが許可し、懇願者に満悦しない
限り、誰もかれへ懇願を執り成すことはできない｡それこ
そが、あなた方の主アッラーであり、崇拝はかれのみへ
と誠実に捧げるのだ｡アッラーの唯一性に関するあらゆ
る証拠を吟味しないのか｡この訓戒に耳を傾ける人は誰
であれ、それが真理であることを知り、かれを信じるので
ある｡

4 あなた方は復活の日、ひとりでかれに戻るのである｡
かれはあなた方の行いに応じて報いる｡アッラーの約束
は真理である｡かれはそれにおいて万全である｡かれは
最初に土から人間を創った｡アッラーを信じ、善行に励ん
だ正義の者たちに報いるため、彼らは死後に再び復活さ
せ、彼らの善行を減らすこともなければ、悪行を増やす
ことも決してない｡アッラーとその使徒に不信仰を抱いた者たちは、その不信仰ゆえに煮えたぎる水を飲まされ、痛烈な罰が与え
られるのである｡

5 太陽が光を放ち、月がそれに照らされた光となるようにしたのはかれであり、人々が太陽によって日数と、月によって月と年の数
を知ることができるよう、28の段階(と24時間毎の変化)を決定した｡アッラーが天地とその中にあるものを創造したのは、かれの力
と真理を人々に明らかにするためである｡これらの事実からアッラー以外に真の神はないという結論を導き出せる者のため、アッ
ラーはこれらの明白な印と証拠をはっきりとさせたのである｡

6 昼夜の移り変わり、それに伴う光と闇、それぞれの長短、そして天地における創造されたものすべては、命令を守り、禁止を忌避
することによってアッラーを意識する者たちに示される、アッラーの印である｡

本諸節の功徳:
●ムハンマドの預言者性と彼の派遣は論理に基づいており、奇異なことではない｡
●天地のすべてと時間の推移は偉大なる兆候であり、それを創造したアッラーの主権性と神格性を確証する｡
●復活の日に執り成すことのできる者たちとは、アッラーがその許可を与え、現世においてその言動に満悦されていた場合のみで
ある｡
●アッラーは、太陽の動きと月の満ち欠けによって私たちの年数や月数、日付の決定を助ける｡
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7 (それを恐れている、あるいは望まないことから)アッ
ラーとの出会いを準備しない不信仰者たちは、来世での
永遠の生命ではなく、儚い現世での生活に満足しきって
いる｡彼らはアッラーの印を考慮することはない｡

8 復活の日の彼らの住まいは、彼らが不信仰と拒絶を
通して得たものにより、地獄の業火となろう｡

9 アッラーに縋り、善行する者は、その信仰心と行為に
アッラーが満悦し、導きを与える｡そして復活の日、アッラ
ーは川の流れる永遠の至福の楽園に彼らを入れるであ
ろう｡

10 楽園での彼らの祈りは、アッラーへの賛美である｡ア
ッラーによる彼らへの挨拶と、天使同士の挨拶は｢平安
あれ｣であり、祈りの結びはすべての被造物の主である
アッラーへの賛美である｡

11 怒りに任せて自分自身や子供たち、または自らの富
に対して悪を祈る者たちに対し、彼らが善を求めたとき
と同じようにすばやくアッラーが応えたなら、彼らは滅ぼ
されたことであろう｡しかしアッラーは彼らに猶予を与え
る｡自身の行為の結果を恐れたり、報奨を期待したり、ア
ッラーに会うことを期待しない者たちをアッラーは見放
し、来世への疑念の中、当てもなく彷徨わせる｡

12 限度を超える者たちが病気や不幸に苦しむとき、彼ら
は苦難を遠ざけるために謙虚になり、寝ていようが座っ
ていようが立っていようがアッラーに懇願する｡しかしア
ッラーが彼らの祈りに応え、彼らの苦難を取り除いたと
しても、彼らはあたかもアッラーに苦難の除去を頼まな
かったかのように、過去同様の行いを続ける｡過ちを続
けることが彼らにとって魅力的に見えるのと同様、限度
を超える者の不信仰と不従順は彼らにとっては魅力的
に見えるため、彼らはそれを改めることがない｡

13 多神教徒たちよ、われらは確かにあなた方の過去の共同体を滅ぼした｡彼らはアッラーの使徒たちを拒絶し、罪を犯したからで
ある｡彼らに遣わされた使徒たちは、主からもたらされた真理を示す明確な証拠と共に彼らのもとに来たが、彼らは信じようとはせ
ず、アッラーは彼らを見捨てたのである｡アッラーが彼ら以前の不従順な共同体に報いたように、かれはあらゆる時間と場所で彼
らのような者たちに報いるのである｡

14 それからかれはあなたがたを、真理を拒絶し破壊されたこれらの共同体の後継者とした｡それは、あなた方の行いを見極めるた
めである｡それが善行であればそれに応じて報われ、悪行であればその結果に直面しなければならないであろう｡

本諸節の功徳:
●アッラーは人類に対して慈悲深く、彼らが怒っているときや、はっきりと物事を考えられないときに自分たちや子供たちに有害な
ことを要求しても、彼らの祈りに応えない｡
●人々はしばしば、苦難の際には必死にアッラーに祈るが、順境の際には離れ去る｡したがって、このようにならないよう注意する
必要がある｡
●過去の共同体は、不服従によって限度を超えたがために破壊された｡

٥۹
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15 彼らに対してクルアーンの明確な章句が朗誦され、ア
ッラーの唯一性が証明されると、復活を否定し、報奨を
期待しない、あるいはいかなる結末をも恐れない者たち
は、ムハンマドに対し、偶像崇拝を禁じるこのクルアーン
以外の異なるクルアーンをもたらすように求める｡もしく
は彼らの欲求に沿うような、その全てあるいは一部が置
き換えられたものを要求する｡アッラーはムハンマドが
彼らに対してこう言うよう述べる｡｢クルアーンのいかな
る変更も、私の裁量に委ねられたことではなく、クルアー
ン以外の異なるものがもたらされることも決してない｡ア
ッラーが望んだならばそれを変えるのであり、私は復活
の日、彼らの要求に従ってアッラーに背き、懲罰を受ける
ことを恐れており、アッラーが私に求めた通り行動する
ことによってのみ、アッラーの啓示に従うのみである｡｣

16 使徒よ、彼らに言うのだ｡｢アッラーが望んだならば、
私はあなたにクルアーンを朗誦しなかっただろうし、そ
れはあなた方にも伝えられなかっただろう｡そしてもしア
ッラーが望んだならば、あなた方は私の口からこのクル
アーンを知ることもなかったであろう｡私は長い間(40年
間)、あなた方と共に生きてきたが、読むことも書くことも
なかったし、このような知識を求めたこともなかった｡私
にもたらされたものは、アッラーから来たものであり、自
分で創作したものではないことをあなた方は推論し、理
解することができないのか｡｣

17 アッラーについて虚偽を捏造する以上の大罪はな
い｡ではなぜこのクルアーンに変更を加え、あなた方が
望むような嘘をつくことができようか｡アッラーの限度を
超え、かれについての嘘を捏造する者たちが成功する
ことはない｡

18 偶像崇拝者たちは、アッラー以外の神であると彼らが
主張するものを崇拝する｡それらは彼らを益することも
なければ害することもない｡しかし、アッラーは望みのま
まに恩恵を授け、また害を及ぼす｡そして彼らは崇拝す
る神が、彼らが罰を受けないよう、彼らのためにアッラーに訴えかけてくれるであろうと言う｡使徒よ、彼らに尋ねるのだ｡｢あなた方
は全知なるアッラーに対し、天地においてかれの知らない同位者がいるとでも言うのか｡｣ アッラーこそが唯一なる神であり、偶像
崇拝者の虚偽をはるかに超える存在である｡

19 人々は信仰者たちの統合された共同体だったが、彼らは相違した｡彼らの一部は信仰に留まったが、他者は不信仰に陥った｡も
しも彼らの相違点について、アッラーが来世ではなく現世で裁くという定めだったのであれば、彼らのうち誰が導かれ、誰が迷い去
ったのかが現世において既に明白となっていただろう｡

20 偶像崇拝者たちは、なぜ主によってムハンマドの主張の真理性を証明する印がもたらされないのかと尋ねる｡使徒よ、彼らに言
うのだ｡｢印がもたらされるかどうかはアッラーのみが知っており、あなた方はその求めている印を待つのだ｡私もあなた方と共に
待っていよう｡｣

本諸節の功徳:
●ユダヤ人がトーラーに対して行ったような、アッラーへの虚偽を捏造すること、またはその言葉を歪曲することの重大性が明白に
示される｡
●人々を益したり、害したりできるのはアッラーのみである｡
●偶像崇拝者たちの主張する、神々が彼らのためにアッラーへと訴えるであろうという虚偽｡
●人生の本来の崇高な目的に反して欲望に従うことが、人々の相違する原因である｡

٦۰
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21 干ばつや苦難の後、アッラーが雨や豊かさのような慈
悲を偶像崇拝者たちに経験させるならば、彼らはアッラ
ーの印を拒否して策謀を始める｡使徒よ、これらの偶像崇
拝者たちに言うのだ｡｢アッラーはより迅速に策謀し、誘
惑し、そして罰を与える｡｣天使たちは彼らの策謀を記録
しており、かれらが記録し逃すものは何もない｡創造主か
らは逃れ得ないのであり、アッラーは彼らの策謀に報い
るのである｡

22 アッラーこそが人々を陸で、徒歩で又は乗り物で旅行
させ、そしてかれこそが海上の船で彼らを旅行させるの
である｡彼らは良い風で航海し、人々はそれに喜ぶ｡そし
て強風が彼らにやって来ると、海の波が四方八方から彼
らに押し寄せ、彼らは滅ぼされると確信すると、他の神々
を一切排除してアッラーのみに呼びかけてこう祈る｡｢も
しもこの破滅的な状況から私たちを救ってくだされば、
その祝福に対して心から感謝します｡｣

23 しかし、かれが祈りに応えて彼らを苦難から救い出し
ても、彼らは地上で腐敗を広め、不信仰や不義を犯す｡人
々よ、目を覚まし、気づくのだ｡あなた方の罪と不義の悪
い結末はあなた方自身の上に降りかかるだけであり、
アッラーを傷つけることは一切ない｡彼らは現世の儚い
生活の中でそれを楽しみ、そして復活の日にアッラーへ
と戻り、彼らの不義を彼らに告げ知らせ、彼らに報いるで
あろう｡

24 この現世の生活とそこでの儚い享楽は、地上の植物
が吸収する雨に例えられる｡人々はそこから穀物や果物
を食べ、動物はその植生から恩恵を受ける｡鮮やかな色
を帯びて成長している様々な植物のために地上が美し
く見え、そして人々は彼らが育てたものを収穫できると思
い込むものの、アッラーの指令でそれが破壊されると、そ
れはあたかもなかったかのように台無しとなる｡アッラー
はこのようにして現世での生活の本質を明らかにする｡
それは、あなた方がそれについて考え、力強い教訓とす

るためである｡

25 アッラーは全人類を平安の住まいである楽園へと呼びかける｡そこで人々は苦難や心配、そして死から解放される｡そしてアッラ
ーはお望みのまま、僕たちがイスラームにやって来ることを可能とし、彼らをこの平安の住まいに導くのである｡

本諸節の功徳:
●アッラーは、信仰する僕たちに対して策を練る者たちよりも、さらに迅速に策を練る｡
●人々がアッラーの定めた限度を超えたものは、彼ら自身に帰ってくるのであり、それは彼ら以外の誰にも害を及ぼさない｡
●現世の本質とは、またたく間に終わりを迎えて消滅するのであり、それは短命な儚い幸福でしかないことが明らかにされる｡
● 楽園は信仰者の住まいであり、そこでの至福と安寧は、苦難や心配とは無縁である｡

٦۱
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26 アッラーによって義務付けられたことや善行に励み、
アッラーが禁じた罪から遠ざかる者たちは、最高の報い
を受けるであろう｡それは楽園であり、さらにはアッラー
の高貴な御顔を見ることである｡埃や屈辱、不名誉のい
ずれも彼らの顔を覆うことはない｡そのような善行をなす
者たちは天国の仲間であり、彼らはそこに永遠に留まる
であろう｡

27 不信仰や不義などの悪行をなす者たちは、現世で犯
した罪のために、来世で相応の返済を受ける｡彼らの顔
は屈辱と不名誉で覆われ、アッラーによって与えられる
罰から彼らを救う者は誰ひとりいない｡地獄の業火から
彼らに届く大量の煙と暗さのせいで、彼らの顔はあたか
も闇夜の黒い斑点で覆われているかのようになるだろ
う｡そのような者たちは地獄の業火の民であり、そのなか
に永遠に住むのである｡

28 使徒よ、復活の日を想起せよ｡アッラーがすべての被
造物を集め、アッラーに同位者を配した世界中の者たち
に、彼らがアッラーをよそに崇拝していた偽の神 と々共に
その場に留まるよう述べる時のことを｡かれは崇拝され
ていた者たちから崇拝していた者たちを切り離すであろ
う｡そして崇拝されていた者たちは、｢あなた方が崇拝し
ていたのは私たちではなかった｣と主張し、彼らを崇拝し
ていた者たちを突き放すのである｡

29 彼らの偽の神々は、彼らによって崇拝されていたこと
は本望ではなかったと言うだろう｡そして彼らにそうする
よう命じもしなかったし、彼らの崇拝についても気づかな
かったと主張するだろう｡そしてその証人としてアッラー
こそが万全であると言い放ち、彼らから彼ら自身を遠ざ
けるのである｡

30 その偉大なる場で、それぞれの魂は現世の生活の中
で何をしたかについて告げ知らされるであろう｡それか
ら偶像崇拝者は彼らの真理の主であり、審判者であるア
ッラーに戻り、そこには彼らが作り出した偶像の執り成しも存在しないであろう｡

31 使徒よ、これらの偶像崇拝者たちに言うのだ｡｢誰が空からあなた方のため雨を降らせるのか｡誰があなた方のため、金属と鉱
物を含む大地から植物を育たせるのか｡誰が死から生をもたらし、一滴の精液から人間を、または卵から鳥を生み出させるのか｡そ
して、誰が天地を創造し、その中のすべてを統治するのか｡｣彼らはアッラーであると答えるだろう｡彼らに言うのだ｡｢それを知るの
なら、アッラーの指令に従い、かれの禁止を忌避し、かれを意識すべきではないのか｡｣

32 人々よ、そのすべてをなすのは真理なる御方アッラーであり、あなた方の創造主であり、あなた方の管理者である｡真理がなけ
れば、そこに誤りと損失以外の何があろうか｡明白な真理に背き、虚偽の気まぐれや欲望に従うのはなぜなのか｡

33 アッラーの主権性が確立されたように、かれの定めもまた確立されている｡傲慢さによって真理から背き去る者たちは、信仰を
持つことはない｡

本諸節の功徳:
●信者が望む最大の恵みは、楽園でアッラーの高貴な御顔を見ることである。
●アッラーの力はすべてのものに及び、あらゆるものを支配する｡
●アッラーの主権性を信じてはいるものの、神格性と崇拝行為を他者にも配する行為は無益であり、来世において崇拝者を益する
ことはない｡かれの主権性、神格性の唯一性を信じ、そこに何者をも配さないことが最も重要なのである｡
●アッラーによってある民が信仰に導かれないと定められたならば、彼らが信じることはない｡
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34 使徒よ、彼らに言ってやるがいい｡｢彼らがアッラーを
差し置いて崇拝する者たちに、無から創造を生み出し、
それらの死後にそれらを甦らせる者はいるのか｡｣ 彼ら
に言うのだ｡｢アッラーは無から創造し、それらの死後に
それらを甦らせる｡あなた方偶像崇拝者たちは、どうして
真理から虚偽へと背き去ることができるのか｡｣

35 使徒よ、彼らに言うのだ｡｢彼らがアッラーを差し置い
て崇拝する者たちに、真理へと導く者はいないのか｡従
われるのに相応しいのは、人々を真理に導き、そこへと
呼びかける者なのか、それとも導かれない限りは自らを
も導くことができないあなた方の神々なのか？それらを
アッラーの同位者であると主張する、あなた方の誤った
判断は、一体どうしたことなのか｡アッラーはあなた方の
主張よりも遥か上の存在である｡｣

36 偶像崇拝者のほとんどは、知識のないことや、憶測
による仮定に従う｡単なる仮定は知識の代わりとはなら
ず、何の役にも立たない｡アッラーは彼らの行いを知り尽
くしており、彼らの行いの何もかれからは隠されてはい
ない｡そして彼らはそれに応じて報われるであろう｡

37 その奇跡的な雄弁さと法をもたらすクルアーンは捏
造することができなかった｡そしてそれはアッラー以外の
誰にも帰することができない｡なぜなら人々は、それに似
通った何かを作り出すことができないからである｡むし
ろ、それはそれ以前に啓示された諸啓典を確証し、その
中の法を明確にしており、それがすべての創造主によっ
て啓示されたことに疑いの余地はないのである｡

38 それとも、これらの偶像崇拝者たちは、それがアッラ
ーからであると主張してムハンマドがクルアーンを作り
出したとでも言うのか｡使徒よ、彼らに言うのだ｡｢私があ
なた方のような人間として、それを作り出すことができた
ならば、あなた方も同じような章句を作り出すべきであ
り、クルアーンがアッラーのものではないという主張が

真理なら、あなた方を助けることのできる援助者に呼びかけてみると良い｡しかし、あなた方は言語能力に長け、雄弁であるにもか
かわらず、それができなかった｡つまり、それはクルアーンがアッラーによって啓示されたことを示しているのである｡｣

39 不信仰者たちはこの挑戦に応じ得なかったが、それを理解しようともせず、考えもせずにクルアーンを拒絶した｡警告された罰
はまだ来てはいないが、それは間近である｡同様に、過去の共同体は真理を拒絶し、アッラーは彼らに罰を与えて滅ぼした｡それゆ
え、真理を拒絶したこれらの共同体の終焉について考察するのだ｡

40 死ぬ前にクルアーンを信じる偶像崇拝者たちや、死ぬまで頑固さと驕りから信じることのない偶像崇拝者たちがいる｡アッラー
は不信仰と不誠実に固執する者たちを最もよく知っており、彼らの行為に応じて報いるのである｡

41 使徒よ、もし彼らがあなたを拒絶したとしても、あなたには行いに応じた報酬が与えられる｡あなたの行為はあなた自身の責任
である｡そして彼らは行いに応じて報われ、その行いの結末に対処しなければならないだろう｡彼らはあなたの身に起こることに
対して責任を負わない｡そしてあなたは彼らの身に起こることからは無関係である｡

42 使徒よ、偶像崇拝者の何人かは、あなたがクルアーンを朗誦すると、それに従おうとは望まないものの、耳は傾ける｡あなたは聞
こえない者に聞かせることはできない｡彼らは理解しようとせず、あなたは真理に耳を貸さない者たちを導くことはできない｡

本諸節の功徳:
●アッラーのみが真理への導きであり、他にはだれも導きを与えられない｡
●真理へと到達させる知識を探求し、根拠を元に確信を持つこと、そして憶測や仮定をしないことの重要性｡
●復活の日まで、誰ひとりとして高貴なクルアーンのような章句を生み出すことはできない｡
●これらの諸節では、理解も考察もしない偶像崇拝者たちの驕りと頑固さが明らかになる｡

٦۳
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43 使徒よ、そして彼らのうちには、目であなたが見えては
いるものの、洞察しない者たちがいる｡あなたは盲人の
目を見えるようにすることは可能であろうか｡あなたには
そうすることができず、同様にあなたは知覚と理解を欠
く者たちを導くことはできない｡

44 疑いなく、アッラーは人々を不当に扱うにはあまりにも
高貴な存在である｡そしてかれは原子の重さですら不正
をもたらさない｡虚偽や傲慢、頑固さに固執する者たち
が、彼ら自身に破滅をもたらすのである｡

45 アッラーが復活の日、人々を集めて裁くときは、彼らは
あたかも地上で生きた後、死後に一刻も待たなかったか
のようである｡彼らはその日にお互いを認識するが、彼ら
の知人は彼らが復活の時に目撃した恐怖の強さから、お
互いを切り離すだろう｡復活の日に主との面会を拒絶し
た者たちとは、現世で復活を信じず、損失に備えもしなか
った、明らかな失敗者たちなのである｡

46 アッラーが使徒の生前、彼らに約束された罰を彼に見
せたか、あるいはその前に彼を死なせたかに関わらず、
彼らは復活の日、アッラーへと戻るのである｡アッラーは
彼らの行いの証人であり、かれからは何一つ隠されてお
らず、彼らはその行いに応じて報いを受ける｡ 

47 過去、それぞれの民に使徒が遣わされた｡使徒は命じ
られたものを彼らに届け、彼らが彼を拒絶したとき、彼と
彼らは公正に判断された｡アッラーはその恵みから使徒
を救い、正義によって彼らを滅ぼした｡彼らはその行いに
対する報いとして、まったく不当な扱いを受けはしないの
である｡

48 頑固な不信仰者たちは言う｡｢あなたが真理を語って
いるなら、いつ私たちに約束された罰がもたらされるの
か｡｣

49 使徒よ、彼らに言うのだ｡｢私自身でさえ、アッラーの意志とは別に、自らに恩恵を与えたり害を及ぼしたりするものについて何
の力もないというのに、どうして他者への恩恵または害を制御できようか｡私には不可視界の知識はない｡アッラーはあらゆる民を
滅ぼすための時間を定められた｡そしてアッラーだけがその時を知るのである｡あなた方の破滅の時が来たならば、それを早める
ことも、一瞬たりとも遅らせることもできない｡｣

50 使徒よ、迅速な罰を望むこれらの者たちに言うのだ｡｢アッラーの罰が昼夜を問わず来たときは、私に知らせるのだ｡あなた方が
迅速に望む罰とは何なのか｡それは幸福と喜びなのか、もしくは悲しみと後悔なのか｡それゆえ、あなた方はそれが迅速になるの
を求めるべきではない｡｣

51 それとも彼らは、約束された罰が彼らに下された後になり信じるのだろうか｡彼らは信仰が役に立たなくなるそのときになっ
て、信じていなかったことをようやく信じるのか｡彼らは以前、信じていなかったために、罰を早めようとさえとしていたのだ｡

52 それから彼らが地獄に入り、彼らがそこから取り除かれることを求めたら、彼らにはこう言われるだろう｡｢来世の永遠の苦しみ
を味わえ｡あなた方は不信仰と不服従の報いを受けているだけなのだ｡｣

53 使徒よ、偶像崇拝者たちは約束されたこの罰が真理であるかどうか尋ねる｡彼らに言うがいい｡｢アッラーに誓ってそれは真理で
あり、あなた方はそれから抜け出すことはできないのである｡｣

本諸節の功徳:
●人々は自分自身を滅びへと向かわせる｡アッラーこそは高く崇敬されるべき存在であり、いかなる者にも不正を働かない｡
●使徒の任務とは、遣わされた人へ教えを伝達することであり、アッラーは裁きの日に、人々に裁きを下すのである。
●恩恵と害はアッラーの手中にあり、被造物の誰も、自らや他者の恩恵や害を制御することはできない｡
●死の間際に信仰しても手遅れであり、何の利益もない｡

部 11214ユーヌス章



54 もし、アッラーに同位者を配する者たちが地上のすべ
ての富を所有しており、アッラーの罰から逃れる代償とし
てそれを差し出す機会が与えられたなら、そうしたであ
ろう｡偶像崇拝者たちは、復活の日の罰を目の当たりに
すると、不信仰を後悔するが、それを隠すだろう｡アッラ
ーは公正さをもって彼らを裁く｡彼らは不当に扱われるこ
とはなく、その行いに応じて報われるだけである｡

55 天地のすべてを支配するのはアッラーだけである｡不
信仰者たちに対するアッラーの罰の約束は間違いなく
起こるが、彼らのほとんどはそれを知らないか、疑ってい
る｡

56 かれは、死者を蘇らせ、生者を死なせる｡あなたが復
活の日に戻るのは、かれのもとのみである｡そしてかれ
はあなた方の行為に応じて報いるのである｡

57 人々よ、このクルアーンはあなた方の元にもたらされ
た｡それは強力な教訓であり、励ましと警告でもある｡そ
れは心の中にある疑念という病の治癒である｡そこには
真理の道への導きがあり、そこから利益を得る信仰者に
とっての慈悲でもある｡

58 使徒よ、人々に言うのだ｡ムハンマドがあなた方にも
たらしたクルアーンは、あなた方にとってアッラーの恵み
と慈悲である｡だからこそ、他ならぬこのクルアーンの啓
示によるアッラーからの恵みと慈悲を喜ぶのだ｡ムハン
マドが主から彼らにもたらしたものは、現世の儚い些細
なことよりも優れているのだ｡

59 使徒よ、これらの偶像崇拝者たちに言うのだ｡｢アッラ
ーがあなた方に下した恩寵について述べよ｡あなた方は
欲望のまま、それらの一部を合法とし、また一部を非合法
とした｡アッラーはそれらの合法化、あるいは非合法化を
あなた方に許可したのか｡それともあなた方は、アッラー
についての嘘を捏造しているのか｡｣

60 アッラーについて嘘を捏造する者たちは、復活の日に
彼らに何が起こると思うのか｡彼らは赦されるとでも思い込んでいるのか｡断じてそうではない｡アッラーは人々に猶予を与え、即座
に罰を与えない｡しかしほとんどの者は、アッラーによるこうした恩寵を否定し、感謝しない｡

61 使徒よ、あなたがいかなる事柄にも関与し、またクルアーンのいかなる部分を朗誦しても、われらがそれを聞き逃すことはない｡
信仰者たちよ、あなた方のどのような行為も、われらがそれを見届けないことはない｡われらはあなた方の言動を知り尽くしてい
る｡天地におけるあらゆるものは、たとえそれが原子の重さであれ、主の知識からは隠されていない｡それよりも少ない、またはそ
れ以上の重さの何であれ、それは明確な書物に記録されており、大小を問わず、何ひとつとして省かれてはいないのである｡

本諸節の功徳:
●これらの諸節では、アッラーに同位者を配する者たちが受けることになる罰の重大さを示す｡彼らは地上のあらゆるものでそれ
から身を守ろうと望むものの、それは受け入れられないだろう｡
●クルアーンに含まれる導きと助言は、信仰者にとって心の病の治癒である｡
●信仰者は、現世の些細な出来事ではなく、イスラームと信仰の祝福を喜ぶべきである｡
●アッラーは私たちが公にすることも、密かにすることもすべてお見通しであることを知るべきである｡アッラーは私たちのすべて
の言動を知り尽くしている｡

٦٥
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62 アッラーの友は、復活の日に来る恐怖を恐れることは
ない｡そして彼らは逃した現世の喜びも悲しまないであ
ろう｡

63 アッラーの友は、アッラーを信頼し、その使徒に追従す
る資質を持つ者たちである｡彼らはアッラーを意識し、主
の指示を成し遂げ、禁じられた行為を忌避する｡

64 アッラーの友には主からの吉報があり、良い夢や人
々からの賞賛として、彼らの現世の生活を幸せにするだ
ろう｡彼らはまた、魂を奪われるときにも天使からの吉報
を受けるだろう｡アッラーの約束は決して破られない｡そ
れは彼らの願望の実現と、彼らの恐れに対する救済を伴
う｡その報奨は大いなる成功である｡

65 使徒よ、あなたの宗教を侮辱し、攻撃する者たちの主
張を嘆いてはならない｡すべての権力と支配はアッラー
に属するのである｡かれの力に際限はない｡かれは彼ら
の言動を知り尽くし、彼らはそれに応じて報われる｡

66 天地のあらゆるものを支配するのはアッラーのみで
ある｡アッラーに同位者を配して崇拝する偶像崇拝者た
ちが従っているのは何なのか｡実は、彼らは疑念に従っ
ているだけであり、彼らがアッラーに配するものは虚偽
に過ぎない｡アッラーは彼らの言説をはるかに超越する｡

67 疲れからあなたを休ませるのはあなた方のために夜
を作ったかれだけである｡かれはあなたが働き、あなた
が生計を立てるために日中を明るくした｡その中には、意
識し、受け入れ、よく聴き、洞察力のある人々のための明
確な証拠がある｡

68 一部の偶像崇拝者たちは、｢アッラーは天使たちを娘
とした｣と述べた｡アッラーは彼らの主張とは無縁であ
る｡かれは自存し、被造物を何一つ必要としない｡天地の
一切を支配するのはかれである｡あなた方偶像崇拝者
には、その主張におけるいかなる根拠もない｡あなた方は現実を知らず、そして根拠なく、アッラーに子を帰属させ、嘘を言い張る｡

69 使徒よ、彼らに言うのだ｡｢アッラーに子を帰属して虚偽を捏造する者たちは、その願望を達成できず、恐れるものから救われる
こともない｡｣

70 彼らは現世の贅沢に騙されるべきではない｡それは束の間の儚い享楽であり、彼らは復活の日、われらの元へ戻るのだ｡その
後、われらへの不信仰と、われらの使徒たちへの拒絶から、彼らは痛烈な罰を味わうことになる｡

本諸節の功徳:
●アッラーの友とは、かれを信頼し、かれの命令を守り、かれの禁止を忌避し、かれの使徒に従う者たちのことである｡また、彼ら信
仰者は復活の日に安心し、主からの吉報を受けるであろう｡それは良い夢や、死の際における知らせなどである｡
●あらゆる力はアッラーにのみ属し、かれこそが全てを司る。かれ以外に崇拝されているものは実存しない。
●これらの諸節はアッラーの創造についての考察を奨励する｡なぜならそれは、かれへの信仰と唯一性へと導くからである｡
●アッラーについて嘘をつくことは許されない｡そうする者たちは決して成功することはない｡嘘の中の最たるものは、アッラーに
子を帰属させることである｡

٦٦

部 11216ユーヌス章



71 使徒よ、拒絶するこれらの偶像崇拝者に、民に対して
こう言ったヌーフの逸話を物語るのだ｡｢民よ、私があな
た方の間で、アッラーの印を思い起こさせ、助言するの
が迷惑で、あなた方は私の殺害を決め込んだ｡私はアッ
ラーを信頼する｡あなた方の神々に対し、私の殺害の援
助を呼びかけてみよ｡あなた方は策謀を秘密にしてはな
らない｡私を殺す計画をしたなら、策謀を実行すればよ
い。私に猶予を与えてはならない｡

72 たとえあなた方がそうせずとも、私はあなたがたに主
の教えを伝えるための報奨を一切求めなかったことを知
るべきである｡あなたがたが私を信じるかどうかに関わ
らず、私の報奨はアッラーによるものだけである｡アッラ
ーは私に、帰依と善行をもって自らを献身的に捧げるよ
う命じたのである｡｣

73 ヌーフの民は彼を拒絶し、受け入れなかった｡それで
われらは彼と共に船に入った信仰者たちを救った｡われ
らは彼らを過去の人類の後継者とした｡そして洪水の徴
候と証拠を拒絶した者たちを滅ぼした｡使徒よ、ヌーフに
よって警告されたにも関わらず、信じなかった者たちの
運命について考察するのだ｡

74 われらはそれからしばらくして、ヌーフの後に使徒た
ちを民に遣わした｡使徒たちは圧倒的な奇跡と純粋な
法を携え、彼らの共同体に遣わされた｡しかし、彼らは過
去同様、信じようとはしなかった｡それでアッラーは彼ら
の心を封じられた｡過去に使徒たちを拒絶した者たちの
心を封じたように、われらはあらゆる時代と場所におい
て、不信仰を犯し、アッラーの定めた限度を超えた不信仰
者の心を封じるのである｡

75 その後しばらくして、われらはムーサーとその兄ハー
ルーンをエジプト王フィルアウンとその民の貴族たちへ
と遣わした｡われらは真理を示す奇跡を彼ら2人と共に
下したが、フィルアウンの民は使徒たちがもたらしたもの

を受け入れるにはあまりにも傲慢であった｡彼らは、アッラーへの不信仰とその使徒たちを拒絶した罪深い者たちであった｡

76 ムーサーとハールーンによって、真理がフィルアウンとその民の貴族たちにもたらされた時、彼らは言った｡｢ムーサーがもたらし
た、これらの(杖や手の)奇跡は明らかな魔術であり、啓示された真理ではない｡｣

77 ムーサーは彼らを否定して言った｡｢あなた方は真理がもたらされたとき、それを魔術だと言ったが、断じてそれは魔術ではな
い｡魔術師は決して成功しない｡｣

78 フィルアウンの民はムーサーに言った｡｢私たちが従う宗教から私たちを引き離し、あなた方2人が私たちを支配できるように、こ
の魔術をもたらしたのか｡ムーサーとハールーンよ、私たちはあなた方2人を信じるつもりはない｡｣

本諸節の功徳:
● 敵に直面したときの信仰者の武器とは、アッラーへの信頼である｡
● 不信仰への固執と使徒の拒絶によって、心が封じられ、信仰を受け入れることができなくなる｡
● 信仰者たちの敵の状態は常に同様である｡彼らは導きに対し、常々それを魔術や虚偽であると言い張る｡
● 魔術師は決して成功できない｡

٦۷
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79 フィルアウンは民に言った｡｢魔術の知識を持つ、すべ
ての熟練者たちを私の元へ連れてこい｡｣

80 魔術師たちがフィルアウンの元に連れて来られたと
き、ムーサーは勝利を確信して言った｡｢魔術師たちよ｡あ
なた方がやろうとしていることをやりなさい｡｣

81 彼らが魔術をかけると、ムーサーは言った｡｢それが魔
術である｡アッラーはそれを無効化し、何の影響も持たせ
ないだろう｡あなたがたはその魔術によって地上で腐敗
を引き起こすが、アッラーは腐敗を起こす者たちの行動
を正しいものとはしない｡｣

82 たとえフィルアウンの民の罪深い不信仰者たちがそ
れを忌み嫌ったとしても、アッラーは真理を確立し、それ
を立証する｡

83 ムーサーがもたらした明白な奇跡と証明にもかかわ
らず、イスラエルの民の数人の若者を除き、人々は決して
ムーサーを受け入れなかった｡もし暴露されたなら、懲罰
でもって信仰から逸らせようとするのではないかとフィル
アウンとその民の貴族たちは恐れたのである｡フィルア
ウンはエジプトの民に対する権威を徹底しており、彼は
不信仰、そしてイスラエルの民の迫害において、限度を
超えた者の一人であった｡

84 ムーサーは民に言った｡｢民よ、もしあなた方がアッラ
ーを真に信じて帰依するならば、かれのみに頼るのだ｡
アッラーを頼りにすることは、あなた方を害から守り、あ
なた方に善をもたらすだろう｡｣

85 彼らはムーサーに答えてこう言った｡｢私たちはアッ
ラーにのみ頼ります｡主よ、不義者たちに私たちを支配
させないでください｡彼らは私たちを迫害し、私たちを殺
し、または私たちを誘惑し、私たちをこの教えから引き離
そうとします｡

86 主よ、あなたの憐れみをもって、不信仰の民から私たちをお救いください｡彼らは私たちを奴隷とし、私たちに罰を加え殺害しま
す｡｣

87 われらはムーサーと彼の兄ハールーンに、人々がわれらのみを崇拝するための家をエジプトに造るよう啓示した。その家が（当
時はエルサレムの）キブラの方向を向き、彼らが定めの礼拝を完全に行うよう命じた。また、われらはムーサーに、彼らを喜ばせる吉
報を信仰者たちに告げ知らせるよう述べた。それは、われらが彼らを援助すること、彼らの敵を破滅させること、そして彼らを地上に
おける後継者とすることである。

88 ムーサーは言った｡｢主よ、あなたはフィルアウンとその民の貴族たちに、現世での豪華で裕福な生活を与えました｡しかし彼らは
あなたから与えられたものに感謝せず、あなたの道から他者を逸脱させる為、それを用いました｡主よ、彼らの富を一掃してくださ
い｡彼らが痛烈な罰を見るまでは信じないよう、彼らの心を頑なにしてください｡｣

本諸節の功徳:
● アッラーとその援助を信頼することは、強い信仰者の特質である｡
● これらの諸節では礼拝の重要性と、それがアッラーに頼る人々の特質の一つであることが説明されている｡
● 礼拝の重要性の確認およびその確立が、いかに全ての天啓宗教かつ全ての状態において義務付けられているかを示してい
る。
● イスラームでは、抑圧者排除の祈りを捧げることが許されている｡
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89 アッラーはムーサーとハールーンに、フィルアウンの
民の貴族に対する彼らの祈りを受け入れたと述べた｡か
れは、彼らが教えを堅く守り、それから逸脱しないよう、
そして真理の道を知らない無知な者たちの道をたどらな
いよう命じた｡

90 われらは海を二つに分け、イスラエルの民を安全に
渡らせた｡フィルアウンとその軍隊は、彼らを弾圧すべく
敵意をもって追跡した｡そして海が閉じ、彼らは溺れ、救
いの希望を失った時、フィルアウンは言った｡｢私は、イス
ラエルの民が崇拝の対象として受け入れた唯一なる御
方以外には、なにも崇拝に値しないと信じます｡そして私
は、アッラーに帰依して従う者の一人です｡｣
　死の間際の悔悟は受け入れられないため、アッラーは
言った｡

91 生きる希望を失った今となって、あなたは信じるのか｡
フィルアウンよ、あなたは、罰を受ける前にアッラーに敵
対し、他者をアッラーの道から阻害してアッラーに歯向か
い、腐敗を広める者の一人であった｡それはあなた自身
の迷妄によるものと、他者を逸脱させたためである｡

92 それで今日、われらはあなたを海から運び出し、あ
なたの身体を高い地面の上に置き、後世の者たちがあ
なたから教訓を得ることができるようにするだろう｡しか
し、多くの人々はわれらの証明とわれらの力を示す証拠
に気付かず、それを考察することもない｡

93 われらはイスラエルの民を、祝福されたシャームの地
の安全で素晴らしい場所に居住させた｡そしてわれらは
彼らに純粋で合法的な恩恵を授けた｡彼らはクルアーン
が下され、ムハンマドについてのトーラー内の記述が確
証できるようになるまでは、宗教的問題で相違することは
なかった｡彼らが啓示を拒絶したとき、彼らの故郷は彼ら
から奪われた｡使徒よ、あなたの主は彼らの相違点に関
して、復活の日に彼らを裁くであろう｡そしてかれは、誠

実であった者たち、また虚偽を働いた者たちに、相応しいもので報いるのである｡

94 使徒よ、われらがあなたに啓示したクルアーンについて疑念を抱くならば、それを確認するため、トーラーを読むユダヤ教徒た
ちと福音書を読むキリスト教徒たちに尋ねてみよ｡彼らはあなたに啓示されたものが真理であると教えてくれるだろう｡疑いの余
地なき真理が主からあなたの元にやって来たのだから、疑念を抱く者たちの一人となってはならない｡

95 アッラーの印と証拠を拒否する者たちの一人となってはならない｡なぜならそれは、あなたを不信仰によって破滅し、魂を失った
者たちの1人とするだろう｡

  預言者はそのようなことから保護されてはいるものの、それが警告されることによって疑念と否定の深刻さが強調されている｡
96 不信仰者として死ぬことがアッラーにより定められた者たちは、その頑固さにより、決して信じることはないのである｡

97 たとえあらゆる論理や普遍的な印が彼らにもたらされても、彼らが痛烈な罰を目の当たりにし、彼らの信仰がもはや役に立たな
いことが分かるまでは(彼らは信じることはないのである)｡

本諸節の功徳:
●宗教を堅持し、罪深い者たちの道をたどらないよう気を付けるべきである｡
●魂が肉体を離れようとしている者たちの悔悟や、アッラーの罰の始まりを目撃した者たちの悔悟は、もはや受け入れられること
はない｡
●ユダヤ教徒たちとキリスト教徒たちは、預言者の特質を知っていたものの、傲慢さと頑固さが受容を妨げた｡

٦۹
٢١٩
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98 ユーヌスの民を除いては、われらが使徒を遣わせた
町のなかで、懲罰を目のあたりにする前に正しく信仰し
た者たちはいなかった｡彼らは真に信仰していたため、
われらは現世における生活の中で彼らから不名誉と屈
辱の懲罰を取り除き、彼らの余生を楽しませた｡

99 使徒よ、もしあなたの主が地球上の誰もが信じるよう
望んだのであれば、彼らは信じただろう｡しかし、かれの
英知によってそうはならなかった｡かれはその公正さに
より、望みの者を迷わせ、その寵愛により、望みの者を導
く｡あなたは人々を強制的に信仰者にすることはできな
い｡信仰への導きは、アッラーの手中のみにあるのだ｡

100 アッラーが許可しない限り、誰一人として信仰を持つ
ことは不可能である｡信仰はかれの御心によってのみ起
こるのであり、彼らに対する悲しみに打ちひしがれては
ならない｡アッラーの証拠に自らを顧みず、命令と禁止に
従わない者たちに対し、アッラーは苦痛と不名誉を与え
る｡

101 使徒よ、あなたに兆候を求める偶像崇拝者たちに言う
のだ｡天地にある兆候について考えてみよ｡それはアッラ
ーの唯一性と力を示している｡たとえ兆候を下し、使徒を
遣わしても、不信仰に固執する者たちには役立たないの
である｡

102 これらの者たちは、アッラーが過去に否定した共同体
に対して課した、同様の出来事が彼らにも起きるのを待
っているのか｡使徒よ、彼らに言え｡｢アッラーの懲罰を待
つのだ｣｡私もあなた方と同様、アッラーの約束を待って
いるのだ｡

103 それから、われらは彼らに懲罰を下し、彼らの危害に
よって傷つけられることのないよう、われらの使徒たちと
その信仰者たちを救う｡過去に使徒たちとその信仰者た
ちを一緒に救ったように、われらは確実にアッラーの使
徒と信仰者たちを救う｡それは彼らに対するわれらの義務である｡

104 使徒よ、言え｡｢人 よ々、もしあなた方が私の呼びかける唯一神の宗教について嫌疑を抱いたとしても、私はあなたがたの宗教が
偽りであることを確信しているので、私がそれに従うことはない｡アッラーを差し置いてあなたがたが崇拝するものに対して私が崇
拝することはなく、あなた方を死に至らせるアッラーに礼拝するのみである｡かれは私に、宗教においてかれに誠実な者であるよ
う命じられた｡

105 またかれは、真の宗教を固持して他のすべての宗教を遠ざけるよう私に命じ、かれに同位者を配する者となることを禁じたの
だ｡｣

106 使徒よ、アッラーを差し置いて、利益や危害をもたらす能力のない偶像や偽りの神々を崇拝してはならない｡もしあなたがそれ
らを崇拝するならば、あなたはアッラーの権利だけでなく、自らの権利をも破る不義の徒の一人となるだろう｡

本諸節の功徳:
●信仰とは、人を最高の地位に押し上げ、現世の生活の楽しみを享受させる要因である｡
●他者に信仰を受け入れるよう強制する権限は誰にもない｡それはアッラーのみに許されているからである｡
●不信仰に固執する者たちとっては、兆候や警告は何の利益にもならない｡
●真の宗教を固持し、偶像崇拝や偽りの宗教から完全に距離を置くことが必要である｡

۷۰
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107 使徒よ、もしアッラーが災害であなたを苦しめたとし
て、あなたがその除去を望もうとも、かれ以外にはだれ
も除去することはできないことを知るのだ｡またかれが
あなたのために安らぎを望むのなら、誰もかれの恵みを
退けることはできない｡かれはその恵みを、御心のままか
れの僕(しもべ)に届ける｡誰もかれに強制することはで
きない｡かれは悔悟する僕たちに寛容であり、慈悲深い｡

108 使徒よ、言え｡｢人々よ、クルアーンはあなた方の主か
らの啓示としてあなた方にもたらされた｡アッラーは僕の
服従を必要とはしないが、正しい道を歩み、それを信じる
者は、その報奨を得るだろう｡しかし、逸脱する者は誰で
あれ、その影響は自分自身を傷つけるだけである｡なぜ
なら、アッラーは僕の不従順の影響を受けないからであ
る｡そして私はあなた方の守護者ではなく、あなた方の
行いを監視し、それを清算する者でもない｡｣

109 使徒よ、あなたの主があなたに啓示した事柄に従
い、それに基づき行動せよ｡命令どおりに教えを伝達し、
あなたに反対する者たちによって引き起こされる害悪に
耐えるのだ｡アッラーが彼らに裁きを下し、あなたに現世
の勝利がもたらされるまで、この道を固持するのだ｡そし
てもし彼らが不信仰者として死ぬならば、彼らは来世で
罰せられるのである｡

11．フード章
マッカ啓示

本章の趣旨:
　過去の預言者たちの物語を通して預言者や信者たち
を励まし、信仰を拒絶した人たちへの警告をより厳格な
ものとしている。

説明:
1 アリフ・ラーム・ラー｡このような節の意味に関する議論は、雌牛章にて言及された通りである｡クルアーンは、その章句が完全に

構成された書物であり、その中に欠陥や欠落は存在しない｡それから、それは合法と非合法、命令と禁止、約束と警告、逸話などの
言及によって説明される｡かれは諸事と法の執行において賢明であり、かれの僕たちの状態と彼らの最善の利益について熟知さ
れる｡

2 ムハンマドに啓示されたこれらの節は、人々がアッラー以外の存在を崇拝することを禁じている｡人々よ、もしあなた方がアッラ
ーを信じず、かれに従わないなら、私はアッラーの懲罰についてあなた方に警告する｡そして、もしあなた方がかれへの信仰を持
ち、かれのイスラーム法を実践するのなら、私はあなた方にかれの報奨についての吉報を与えよう｡

3 人々よ、あなた方の主から罪の赦しを願い求め、自身の欠点を悔い改めてかれに悔悟せよ｡かれはあなた方が定められた寿命
を全うするまで、現世の生活の中であなた方に良いものを授けてくれよう｡かれは、徳のあるすべての者に、かれへの従順という善
行に対する完全な報奨を、少しも減らすことなく与えるのである｡もしあなた方が、私が主からもたらされた信仰に対して背き去るの
なら、私は激しい恐怖の日(復活の日)におけるあなた方への懲罰を恐れる｡

4 人 よ々、復活の日にあなた方が帰り着くところはアッラーのみである｡かれの全能性はすべてに及び、何一つとしてそれを損なう
ものはない｡あなた方の死後、あなた方を招集して生命を与え、清算することは、かれにとって全く困難なことではない｡

5 これらの偶像崇拝者たちは、アッラーの使徒から隠れるために背中を曲げ、頭を下げる｡たとえアッラーの使徒から見られない
よう、彼らが衣服で頭を覆い、彼のもたらしたものから背き去っても、アッラーは彼らが隠すものも公にするものも知っている｡かれ
は心の中にある意図を知っており、かれから隠されていることは何ひとつとしてない｡

本諸節の功徳:
●善悪と利害はすべて、他でもないアッラーの手中にある｡
●クルアーンとスンナに従いつつ、害悪を耐え忍び、アッラーからの救援を待つべきである｡
●クルアーンの章句は完全に構成されており、欠陥や虚偽は一切見当たらない｡そしてそこに含まれる法は完全に説明されている｡
●願望を達成し、恐怖することから安全であるためには、早急に悔悟し、犯した罪から悔い改める必要がある｡

71

部 11221フード章




